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2広報えべつ2021.1

　

今
後
と
も
、
市
の
特
性
や
優
位

性
を
活
か
し
な
が
ら
、
総
合
計
画

で
掲
げ
た
基
本
理
念
で
あ
る
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
と

と
も
に
、コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い「
健

康
都
市
え
べ
つ
」
と
し
て
、
新
し

い
生
活
様
式
に
基
づ
き
、
マ
ス
ク

着
用
や
手
洗
い
、
消
毒
な
ど
の
感

染
予
防
の
徹
底
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
た
な
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

謹
賀
新
年

　

市
議
会
に
お
い
て
も
、「
市
民

と
議
会
の
集
い
」
の
中
止
や
議
会

傍
聴
の
自
粛
を
お
願
い
す
る
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
不
便
を

お
か
け
す
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と

は
誠
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
議
会
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
議
事

運
営
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

関
連
の
補
正
予
算
案
の
審
議
で

は
、
定
例
会
に
加
え
て
３
回
の
臨

時
会
を
開
催
し
、
可
能
な
限
り
日

程
を
短
縮
す
る
な
ど
、
一
刻
も
早

く
皆
さ
ま
へ
の
支
援
策
や
感
染
症

地
域
の
皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
計
画
ど
お

り
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
改
め
て
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
口
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年

に
15
年
ぶ
り
の
増
加
に
転
じ
て
以

降
、
現
在
ま
で
増
加
傾
向
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
12
万
人
復
帰

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
平
成
29
年
３

月
か
ら
進
め
て
い
る
生
涯
活
躍
の

ま
ち
構
想
に
よ
り
、
大
麻
地
区
に

「
コ
コ
ル
ク
え
べ
つ
」
が
誕
生
す

る
予
定
で
す
。
江
別
の
社
会
資
源

を
活
用
し
な
が
ら
、
年
齢
や
障
が

い
の
有
無
を
問
わ
ず
、
多
世
代
が

対
策
が
実
施
で
き
る
よ
う
対
応
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
な
お
、
厳
し
い
情
勢
は
続
い

て
お
り
ま
す
が
、
市
中
の
感
染
拡

大
と
と
も
に
多
方
面
に
影
響
が
生

じ
て
い
る
実
情
を
踏
ま
え
、
審
議

を
通
じ
て
、
市
民
生
活
を
守
る
べ

く
政
策
提
言
や
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
進
め
、
議
会
と
し
て
の
役
割
を

着
実
に
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
市

民
自
ら
が
地
域
を
支
え
る
動
き
が

活
発
に
な
っ
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン

開
発
に
も
進
展
が
み
ら
れ
る
な

ど
、
次
の
時
代
に
つ
な
が
る
明
る

い
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
江
別
市

に
ゆ
か
り
の
あ
る
選
手
の
活
躍
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
一
年
が
過
ぎ
、
迎
え
た

新
し
い
年
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、
希
望
に
満
ち
た
幸
多
き

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

集
い
交
流
す
る
こ
と
で
、
生
き
が

い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
「
共
生
の

ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
１
年
延
期
さ
れ
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
を
見
据
え
、
引
き
続
き
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
や
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
機
会
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
市
立

病
院
の
立
て
直
し
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
立
病
院
の
役
割
と
あ
り
方

を
検
討
す
る
委
員
会
の
答
申
の
も

と
策
定
し
た
経
営
再
建
に
向
け
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、経
営
改

善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
市
議
会
の
活

動
に
対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
内
外
に
お
い
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡

大
し
、
市
民
生
活
全
般
に
暗
い
影

を
落
と
し
ま
し
た
。
当
市
で
も
多

く
の
行
事
や
事
業
を
中
止
せ
ざ
る

を
得
ず
、
厳
し
い
環
境
に
お
か
れ

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か

ら
市
政
各
般
に
深
い
ご
理
解
と
温

か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
２
月
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が

次
々
と
延
期
や
中
止
と
な
り
、
市

民
生
活
や
市
内
経
済
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
未
曾
有
の
災
禍
に
見

舞
わ
れ
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
18
年
か
ら

進
め
て
き
た
野
幌
駅
周
辺
に
お
け

る
「
江
別
の
顔
づ
く
り
事
業
」
は
、

江
別
市
長

三
好
　
昇

江
別
市
議
会
議
長

角
田
　
一

Tsunoda
Hajime

Miyoshi
Noboru
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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3 広報えべつ 2021.1

江別市貢献賞

平成元年から

平成 25 年ま

での 24 年に

わたり民生委

員・児童委員

を務められま

した。また、

地域包括支援

センター運営

協議会委員などを歴任し、市の

民生福祉の向上に大きく貢献

されました。

林 榮子さん

　　　　 （82 歳）

平成 11 年か

ら令和元年

までの 20 年

にわたり民生

委 員・ 児 童

委員を務め

られました。

ま た、 角 山

小学校学校

運営委員会委員などを歴任し、

市の民生福祉の向上に大きく

貢献されました。

佐藤 孝二さん

　　　　　    （79 歳）

平 成 9 年 か

ら令和元年

までの 22 年

にわたり民

生委員・児

童委員を務

められまし

た。 ま た、

女性団体協

議会副会長などを歴任し、市の

民生福祉の向上に大きく貢献

されました。

山﨑 雅江さん

　　　　　    （77 歳）

江別市貢献賞

昭 和 51 年、

消防団に入

団 以 来、40

年にわたり

消防団業務

にあたられ

るとともに、

東野幌分団

の分団長な

どを歴任し、市の消防活動の伸

展に大きく貢献されました。

小林 道夫さん

　　　　　 （71 歳）

平成 19 年か

ら令和元年

まで商工会

議 所 議 員、

常議員を務

められ、市

内経済の発

展と活性化

に向けて力

を注がれるなど、中小企業の経

営安定と振興に大きく貢献さ

れました。

村山 隆司さん

　　　　　    （75 歳）

市政功労者

平成 20 年か

ら 令 和 2 年

までの 12 年

にわたり教

育長を務め

ら れ、 在 任

期間中には、

全学級への

電子黒板の

整備など ICT 教育の充実のほ

か、学習サポート教員の全小・

中学校への配置など、江別市の

教育行政の発展に大きく貢献

されました。

月田 健二さん

　　　　　 （７３歳）

平成 15 年 5

月市議会議

員に初当選

以 来、4 期

16 年にわた

りその任に

あ た ら れ、

その間、生

活福祉常任

委員長や総務文教常任委員長

などの要職を歴任されたほか、

都市計画審議会において提言

をいただくなど、市勢の進展に

尽力されました。

山本 由美子さん

　　　　　    （70 歳）

平 成 8 年 か

ら平成 26 年

まで農業委

員会委員を

務 め ら れ、

在任期間中

には、農政

常任委員会

委員長、農

業委員会会長を歴任され、農地

行政の適正な執行や地域農業

の構造改革にあたられるなど、

市の農業振興に大きく貢献さ

れました。

髙橋 茂隆さん

　　　　　    （70 歳）

市
へ
の
功
績
を
た
た
え
て

令
和
２
年
度  

江
別
市
政
功
労
者
、
貢
献
賞
、
特
別
褒
賞
の
受
賞
者
お
よ
び
受
賞
団
体

　

市
で
は
、
永
年
に
わ
た
っ
て
江
別
市
の
振
興
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
や
、
経
済
、
社
会
、
文

化
な
ど
の
興
隆
に
寄
与
さ
れ
た
方
の
努
力
と
功
績
を
た
た
え
、表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

市
政
功
労
者
３
名
の
ほ
か
、
貢
献
賞
受
賞
者
９
名
、
特
別
褒
賞
受
賞
１
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

詳
細  

総
務
部
総
務
課　

☎
381-

１
０
０
５

江別市貢献賞

平成 10 年か

ら令和元年

までの 21 年

にわたり民

生委員・児童

委員を務め

られました。

また、青少年

のための市

民会議常任理事などを歴任し、

市の民生福祉の向上に大きく

貢献されました。

山田 昌次さん

　　　　　 （77 歳）

昭 和 55 年、

消防団に入

団 以 来、39

年にわたり

消防団業務

にあたられ

るとともに、

野幌分団の

分団長、消

防団本部の副団長などを歴任

し、市の消防活動の伸展に大き

く貢献されました。

山保 義明さん

　　　　　    （71 歳）

昭和 63 年か

ら令和元年

までの 31年

にわたり民生

委員・児童委

員、主任児童

委員を務め

られました。

また、子ども

会育成連絡協議会常任理事な

どを歴任し、市の民生福祉の向

上に大きく貢献されました。

須本 春子さん

　　　　　    （73 歳）

昭 和 58 年、

消防団に入

団 以 来、36

年にわたり

消防団業務

にあたられ

るとともに、

東部分団の

分団長など

を歴任し、市の消防活動の伸展

に大きく貢献されました。

名取 建二さん

　　　　　    （71 歳）

えべつ北海鳴子まつり実行委員会

平成 6 年 4 月 1 日に設立され、友好

都市である高知県土佐市の鳴子を活

用した「えべつ北海鳴子まつり」を、

その翌年に開催された第 1 回から数

えて 25 年にわたり実施し、祭り文化

の継承と発展に尽力されてきたほか、

郷土愛を育むとともに、友好都市との文化交流などにも大きく貢献

されています。

特別褒章
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「
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別
市
民
の
た
め
」
の
医
療
を
提
供
し
た
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6広報えべつ2021.1

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

市
立
病
院
は
、
昭
和
26
年
の
病
院
開
設

か
ら
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
中
核
的
な
医
療

機
関
と
し
て
、
医
療
の
提
供
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
18
年
に
救
急
医
療
に
お

け
る
過
剰
な
負
担
な
ど
を
理
由
に
、
内
科

医
が
一
斉
に
退
職
し
、
経
営
危
機
に
陥
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
総
合
内
科
と
専
門
診
療
科
が

連
携
す
る
新
た
な
診
療
体
制
の
構
築
を
目

指
し
、
経
営
の
立
て
直
し
に
道
筋
を
つ
け

つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、平
成
28
年
度
以
降
、

新
専
門
医
制
度
の
導
入
を
契
機
と
す
る
指

導
医
の
転
出
な
ど
に
よ
り
、
総
合
内
科
医

の
退
職
が
続
き
、
診
療
機
能
が
大
幅
に
低

下
し
た
結
果
、
再
び
危
機
的
な
経
営
状
況

と
な
り
ま
し
た
。

数
字
で
見
る
市
立
病
院

　

平
成
28
年
度
以
降
の
内
科
医
の
相
次
ぐ

退
職
は
、
市
立
病
院
の
経
営
に
ど
の
程
度

影
響
を
与
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
特
集
で
は
「
入
院
・
外
来
患
者
数
」

「
診
療
収
益
」「
累
積
欠
損
金
」「
借
金
（
負

債
）」
の
４
つ
の
数
値
に
注
目
し
、
近
年

の
推
移
を
紹
介
し
ま
す
。

　

内
科
医
の
減
少
に
よ
り
内
科
系
患
者
が

減
少
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
全
体

の
患
者
数
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
患
者
数

が
減
少
す
る
と
、
そ
の
分
収
益
も
減
少
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
近
年
は
減
収
傾

向
が
続
き
、
令
和
元
年
度
決
算
で
は
、
診

療
収
益
（
入
院
・
外
来
の
収
益
）
が
前
年

度
か
ら
約
３
億
３
０
０
０
万
円
の
減
収
、

最
終
損
益
は
約
10
億
８
１
０
０
万
円
の
赤

字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
数
値
か
ら
も
病

院
の
収
益
確
保
の
た
め
に
は
、
医
師
の
確

保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

▼ 

累
積
欠
損
金
、
借
金
（
負
債
）

　

ま
た
、
減
収
に
よ
っ
て
多
額
の
損
失
が

発
生
し
、
累
積
欠
損
金
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
累
積
欠
損
金
は
借
金
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
財
政
基
盤
の
強
化
に
向
け
て
、
早

期
の
解
消
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
借
金
（
負
債
）
は
近
年
、
80
億

円
台
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
企
業
債
は
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
運
転
資
金
確
保
の

た
め
借
り
た
、
銀
行
か
ら
の
一
時
借
入
金

や
、
江
別
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
借
入
金

な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

江
別
市 

最
大
の
課
題
を
見
つ
め
直
す

純損失・累積欠損金の推移

6広報えべつ2021.1

借金（負債）の推移 

企業債 他会計借入金 一時借入金

H27 H28 H29 H30 R1
0

5 億

10 億

15 億

約
4.8
億

150 億

100 億

50 億

約 78 億

約
4.6
億

約
6.9
億

約
11.4
億

約
10.8
億

約 101 億
約 111 億

約 82 億 約 89 億

純損失 累積欠損金

H27 H28 H29 H30 R1
0

20 億

40 億

60 億

80 億

100 億
約84.6億 約84.1億 約81.8億 約82億

約86.7億

▼ 

入
院
・
外
来
の
患
者
数
、
診
療
収
益
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7 広報えべつ 2021.1 

令和２年度　
市立病院の主な取り組み

経営再建に向けたロードマップ
集中改革期間　初年度

　 　回復期の患者受け入れ

　札幌市内の病院と連携し、容体が重篤な状態であ

る急性期を乗り越え、回復期に入った患者さんを受

け入れています。

　 　もの忘れ外来の新設

　「直前のことを忘れる」「今日の日付がわからない」

といった認知症の症状を専門的に診断する外来を開

設しました。

　 　2 交代制の導入

　病棟運営を効率化し、看護師の働き方改革を進め

るため、病棟の夜間勤務のシフトにおいて 2 交代制

を本格導入し、段階的に移行しています。

　 　在宅医療（訪問看護）の強化

　訪問看護ステーションの人員を 7人から 8人に増

員し、訪問看護の体制強化を図っています。

　 　院外処方の推進

　地域の薬局との連携を進めるため、10月 1日から、

原則、院内でお薬を処方せず、院外のかかりつけ薬

局でお薬を処方していただくようお願いしています。

経
営
再
建
に
向
け
た
取
り
組
み

　

市
で
は
、
今
ま
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

市
立
病
院
の
診
療
体
制
の
後
退
や
経
営
危

機
、
病
院
経
営
が
市
財
政
へ
及
ぼ
す
影
響

を
心
配
す
る
市
民
や
市
議
会
か
ら
の
声
を

受
け
、
令
和
元
年
８
月
に
「
江
別
市
立
病

院
の
役
割
と
あ
り
方
を
検
討
す
る
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
市
民
、
医
療
関
係

者
、
学
識
者
な
ど
が
、
地
域
医
療
に
お
い

て
市
立
病
院
が
担
う
べ
き
役
割
や
経
営
安

定
化
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
10
か
月
の

議
論
を
経
て
、
２
つ
の
答
申
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

答
申
で
は
、
在
宅
医
療
や
が
ん
治
療
の

機
能
強
化
と
い
っ
た
市
立
病
院
が
担
う
べ

き
医
療
の
重
点
化
や
、
必
要
な
医
療
従
事

者
の
確
保
に
よ
る
診
療
体
制
の
確
立
、
地

方
独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
と
い
っ
た
経

営
形
態
の
あ
り
方
な
ど
が
提
言
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
提
言
を
受
け
て
、
市
立
病
院
で
は

「
市
立
病
院
の
経
営
再
建
に
向
け
た
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
～
主
要
な
取
組
項
目
～
」
を
策

定
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
経
営
再
建
に
向

け
て
、
医
師
の
招

し
ょ
う
へ
い聘

や
医
療
従
事
者
の
働

き
方
改
革
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、
令
和

２
年
度
か
ら
４
年
度
ま
で
を
集
中
改
革
期

間
と
し
て
、
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た

役
割
の
明
確
化
や
経
営
の
効
率
化
を
実
施

し
、
令
和
５
年
度
で
の
収
支
均
衡
を
目
指

し
て
い
ま
す
。　

　 　経営評価委員会の設置

　進捗状況の点検や評価を行い、経営再建を着実に

推進するため経営評価委員会を設置しました。

　 　費用の削減

　委託料の仕様や電気契約を見直したほか、材料費

の契約手法を変更し、費用を削減しました。

7 広報えべつ 2021.1

入院・外来患者数、診療収益の推移

　 　医師招聘を担う専任部門の設置

　医師招聘体制を強化するため、専任部門として「顧

問」、「経営推進監」を設置しました。

入院患者数 外来患者数 診療収益額

H27 H28 H29 H30 R1

2

4

6

8

10

12

14

16

18
万人

0

億円

70

65

60

55

50

45

40

35

30

0

約 57 億円 約 58 億円

約 54 億円

約 47 億円

約 44 億円

約9.1万人 約9万人

約8万人

約6.6万人
約6.3万人

約17.5万人
約17万人

約16.4万人

約14.9万人

約13.5
万人

再生の道程特 集

内
科
患
者
数

内
科
患
者
数

内
科
患
者
数

内
科
患
者
数

内
科
患
者
数

内
科
患
者
数

内
科
患
者
数

内
科
患
者
数

内
科

患
者
数

内
科

患
者
数
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8広報えべつ2021.1

地
域
の
医
療
を
支
え
て
い
る

　

当
院
は
、
平
成
６
年
に
開
業
し

て
か
ら
、
江
別
市
立
病
院
に
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
お
い
て
小
児
科
と
産
婦

人
科
の
病
院
が
少
な
い
な
か
、
市

立
病
院
の
小
児
科
は
、
と
て
も
充

実
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

当
院
が
当
番
医
の
時
は
、
何
か

あ
れ
ば
応
援
を
お
願
い
す
る
な

ど
、
市
内
の
小
児
医
療
を
支
え
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

産
婦
人
科
は
、
市
内
で
唯
一
の

分
娩
施
設
が
あ
り
、
産
後
の
体
調

管
理
に
も
関
わ
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　

他
の
診
療
科
に
お
い
て
も
、
当

院
で
は
で
き
な
い
手
術
や
入
院
治

療
、
気
に
な
っ
た
症
状
の
検
査
な

ど
の
た
め
、
患
者
さ
ん
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
立
病
院
が
な
け
れ
ば
、

市
外
の
病
院
な
ど
、
遠
方
の
病
院

を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
、
患
者

さ
ん
の
負
担
が
大
き
く
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

患
者
さ
ん
の
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
市
外
で
は
な
く
、
身
近
に
信

頼
で
き
る
医
師
が
い
た
ほ
う
が
、

安
心
で
す
。

　

ま
た
、
医
師
会
会
長
と
し
て

は
、
救
急
搬
送
な
ど
に
よ
り
市
外

で
治
療
を
受
け
、
長
期
療
養
が
必

要
と
な
っ
た
患
者
さ
ん
が
市
内
に

戻
っ
て
く
る
時
の
受
け
皿
に
な
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。　

　
経
営
再
建
に
向
け
て

　

市
立
病
院
で
は
、
経
営
再
建
に

向
け
職
員
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
、

も
の
忘
れ
外
来
を
新
設
し
た
り
、

在
宅
医
療
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く

と
通
院
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
が
増
え
て
き
ま
す
の
で
、
こ
う

し
た
需
要
は
ま
す
ま
す
高
く
な
る

で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
効
果
的

に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
内
科

医
の
存
在
が
大
き
い
の
で
す
が
、

現
在
、
市
立
病
院
は
内
科
医
不
足

が
深
刻
で
す
。

　

全
国
的
に
医
師
不
足
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
簡
単
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
医
師
確
保
が

さ
ら
に
進
む
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
こ
と
を
申
し
上

げ
ま
す
が
、
経
営
再
建
に
向
け
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
取
り
組
み
に

あ
っ
た
精
神
科
病
床
の
無
床
化
に

つ
い
て
は
、
医
師
会
と
し
て
明
確

に
反
対
し
て
い
ま
す
。

　

経
営
の
効
率
化
の
み
で
は
な

く
、
市
立
病
院
の
果
た
す
べ
き
大

事
な
役
割
に
も
目
を
向
け
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

　

市
内
の
民
間
医
療
機
関
の
医
師

は
比
較
的
高
齢
で
す
。

　

将
来
的
に
は
後
継
者
不
足
で
閉

院
す
る
病
院
が
多
く
な
っ
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
う
な
っ
た
時
で
も
、
市
民
の

健
康
を
守
れ
る
よ
う
民
間
医
療
機

関
と
市
立
病
院
が
連
携
し
て
市
内

の
医
療
を
支
え
て
い
く
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

地
域
の
医
療
を

支
え
続
け
て
ほ
し
い

医療関係者
はどう見る

ささなみ内科クリニック院長

内科認定医 / 肝臓専門医 / 消化器病専

門医 / 江別医師会会長 / 江別市立病院

経営評価委員

笹浪　哲雄 医師

interbiew 1
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近
く
に
あ
る
こ
と
の
、
安
心
感

　　

市
立
病
院
は
市
内
の
基
幹
病
院

の
一
つ
と
し
て
、
現
在
、
最
も
入

院
病
床
数
が
多
く
、
何
か
あ
っ
て

も
市
立
病
院
が
あ
る
と
い
う
安
心

感
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

ま
た
、
市
立
病
院
に
は
産
婦
人

科
が
あ
り
、
市
内
で
唯
一
、
出
産

で
き
る
病
院
で
す
。

　

私
の
体
験
談
な
の
で
す
が
、
主

人
の
仕
事
の
都
合
で
地
方
に
住
ん

で
い
た
と
き
は
、
出
産
の
た
め
に

１
時
間
半
か
け
て
病
院
に
向
か
っ

た
り
、
子
ど
も
の
急
な
発
熱
が

あ
っ
た
と
き
も
近
場
に
小
児
科
が

な
く
、
週
２
回
の
小
児
科
巡
回
診

療
だ
け
が
頼
み
の
綱
で
し
た
。

　

近
場
で
出
産
が
で
き
、
子
ど
も

の
急
な
体
調
不
良
も
対
応
し
て
く

れ
る
病
院
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
女
性
に
と
っ
て
非
常
に
安
心

で
き
る
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
江
別
は
が
ん
の
死
亡
率

再生の道程特 集

が
道
や
全
国
と
比
べ
、
高
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、市
立
病
院
に
は
、

が
ん
の
認
定
看
護
師
が
在
籍
し
て

い
ま
す
の
で
、
が
ん
の
治
療
や
出

前
講
座
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

札
幌
で
手
術
や
放
射
線
治
療
を

受
け
た
あ
と
、
住
み
慣
れ
た
江
別

で
治
療
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
そ
の
人
ら
し
い
時
間
を
過

ご
せ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
し
、

地
域
の
訪
問
看
護
や
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
連
携
さ
れ
る
と
、
ご
自
宅
で
の

看
取
り
ま
で
実
現
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
高
校
生
に
が
ん
教

育
に
つ
い
て
出
前
講
座
を
行
っ
て

い
た
だ
け
る
と
、
親
御
さ
ん
も
関

心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
り
、
が

ん
検
診
受
診
の
意
識
改
革
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

身
近
な
存
在
と
し
て
の
市
立
病
院

　

市
立
病
院
は
経
営
状
況
や
医
師

の
減
少
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
す

が
、
院
長
先
生
や
医
療
従
事
者
の

皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
は
、
老
年
看
護
専

門
看
護
師
や
認
知
症
看
護
認
定
看

護
師
が
在
籍
し
て
い
ま
す
し
、
も

の
忘
れ
外
来
や
健
診
セ
ン
タ
ー
の

新
設
と
い
っ
た
ケ
ア
も
充
実
し
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
治
療
外
の
こ
と
で
い
え

ば
、
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や
お
見

舞
い
メ
ー
ル
と
い
っ
た
、
心
が

ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
も

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
入
院
さ
れ
て

い
る
方
へ
の
面
会
が
制
限
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
お
見
舞
メ
ー
ル
と
い
う
機
能
を

使
う
と
、
看
護
師
さ
ん
が
入
院
し

て
い
る
方
へ
お
見
舞
い
の
言
葉
を

届
け
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

　

ビ
デ
オ
通
話
な
ど
が
出
来
た
ら

一
番
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
入
院

さ
れ
て
い
る
方
全
員
が
通
信
機
器

に
得
て
の
方
ば
か
り
と
は
限
ら
な

い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
と
て
も
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
市
民
の
一
人
と
し
て
、
こ

の
よ
う
な
小
さ
な
取
り
組
み
の
一

つ
一
つ
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
し
、

こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き
た
い

と
感
じ
ま
す
。

市
立
病
院
は

身
近
で
、
安
心
で
き
る
存
在

市民は
どう見る

市内在住歴 3 年。がん看護専門看護師

としてがん相談をしている。医療の地

域連携に興味を持ち、江別市立病院の

役割とあり方を検討する委員会では市

民委員として参加した。

鈴木　笑子 さん

interbiew 2
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医療体制、どう変わるべきか

市立病院院長 富山 光広 医師

日本外科学会専門医・指導医 / 日本消化器外科学会

専門医・指導医 /消化器がん外科治療認定医

　
　
　
　

民
の
皆
さ
ん
に
、
自
分

　
　
　
　

事
と
し
て
市
立
病
院
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
将
来
像
を
一
緒
に
描
い
て
い

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
話
す
、
江
別
市
立
病
院

の
富
山
光
広
院
長
。

　

市
立
病
院
の
再
生
に
向
け
、
市

立
病
院
の
役
割
や
、
市
に
必
要
な

医
療
体
制
、
今
後
の
市
立
病
院
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。

市
立
病
院
の
役
割

　

市
立
病
院
の
役
割
は
、
民
間
病

院
が
担
え
な
い
診
療
を
引
き
受

け
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
必
要
な
医

療
を
安
定
的
に
提
供
す
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

経
営
上
の
利
益
だ
け
を
考
え
れ

ば
収
益
性
の
高
い
診
療
科
に
特
化

し
た
ほ
う
が
い
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

確
か
に
そ
の
よ
う
に
す
る
と
、

利
益
が
多
く
な
る
可
能
性
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
必

要
と
さ
れ
る
医
療
を
安
定
的
に
提

供
す
る
た
め
に
は
、
利
益
が
見
込

ま
れ
な
く
て
も
、
民
間
の
病
院
が

担
え
な
い
診
療
は
、
市
立
病
院
に

残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
な
ど
に
従
事
し
て

い
る
方
に
と
っ
て
は
、
困
っ
た
ら

市
立
病
院
に
頼
め
ば
何
と
か
し
て

く
れ
る
、
だ
か
ら
現
場
の
人
が
頑

張
れ
る
と
い
っ
た
、
最
後
の
と
り

で
と
し
て
の
安
心
感
を
与
え
る
役

割
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

市
　
　

「　　　

市立病院産婦人科 中郷 賢二郎 医師
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再生の道程特 集

医
師
不
足
の
現
在

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
一
方
で
、
平
成
18
年
に

内
科
医
師
の
一
斉
退
職
、
平
成
28

年
度
以
降
に
は
、
総
合
内
科
医
の

退
職
が
続
き
、
医
師
不
足
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
べ

く
、
現
在
は
、
医
師
招

し
ょ
う

聘
へ

い

に
向
け
、

医
育
大
学
と
の
関
係
を
再
構
築
す

る
こ
と
に
努
め
市
民
の
皆
さ
ん
が

必
要
と
す
る
医
療
の
提
供
が
で
き

る
よ
う
体
制
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
状
で
は
、
内
科
以
外
の
診

療
科
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
必

要
な
医
師
数
を
確
保
で
き
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

必
要
な
医
療
の
範
囲　

　　

で
は
、江
別
市
の
皆
さ
ん
に
は
、

ど
の
よ
う
な
医
療
体
制
が
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
市
立
病
院
を
含
め
た

市
や
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
自
分
た

ち
に
と
っ
て
必
要
な
医
療
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
だ
と
思

い
ま
す
。

　

札
幌
市
と
同
様
に
、
ほ
ぼ
全
て

の
疾
患
に
対
す
る
医
療
が
提
供
さ

れ
、
完
結
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
相
当
な
範
囲
の
医
療
体

制
の
整
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

江
別
市
の
人
口
規
模
で
そ
の
よ

う
な
体
制
を
整
備
し
て
も
、
経
営

が
成
り
立
つ
よ
う
な
患
者
数
を
確

保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

札
幌
市
全
体
で
提
供
し
て
い
る
医

療
を
江
別
市
内
で
保
有
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。

　

ど
の
程
度
の
疾
患
を
市
内
で
ま

か
な
い
、
ど
の
程
度
の
疾
患
の
治

療
を
札
幌
に
求
め
る
の
か
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、市
立
病
院
に
近
い
江
別
、

野
幌
地
区
と
、
札
幌
に
近
い
大
麻

地
区
で
は
、
市
立
病
院
に
つ
い
て

の
意
見
が
大
き
く
異
な
る
傾
向
が

あ
り
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
風
邪
な
ど
も
す
ぐ
に
市

立
病
院
で
診
て
ほ
し
い
と
い
う
声

も
強
い
の
で
す
が
、
厚
生
労
働
省

で
は
江
別
市
立
病
院
の
よ
う
な
規

模
の
病
院
は
、
入
院
が
必
要
と
な

り
そ
う
な
急
性
期
の
治
療
に
特
化

し
、
外
来
は
民
間
の
個
人
病
院
な

ど
に
任
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
よ
う

な
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
で

必
要
な
医
療
の
範
囲
が
定
ま
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
納
得
し
て
い
た

だ
け
る
市
立
病
院
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
自
分
事
」
と
し
て
市
立
病
院
の

あ
り
方
を
考
え
る

　

特
に
年
齢
が
若
い
方
は
、
市
外

ま
で
行
け
ば
多
く
の
病
院
が
あ
る

た
め
、
病
院
の
選
択
肢
は
た
く
さ

ん
あ
る
と
感
じ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
10
年
、
20
年
と
年
齢

を
重
ね
て
い
く
と
、体
力
が
落
ち
、

市
外
ま
で
通
院
す
る
こ
と
が
簡
単

で
は
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

体
が
動
か
な
い
、
車
の
免
許
を

返
納
し
た
な
ど
の
理
由
か
ら
、
近

所
の
病
院
に
し
か
通
え
な
い
方
も

現
実
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

市
外
に
通
院
す
る
と
な
る
と
、

体
力
的
に
も
そ
う
で
す
が
、
交
通

費
の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
、
市
立
病
院

が
あ
れ
ば
、
民
間
の
病
院
が
担
え

な
い
医
療
を
市
内
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
そ
の
分
、
個
人

の
負
担
が
減
り
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
あ
る
程
度
の
治

療
が
受
け
ら
れ
る「
生
活
必
需
品
」

と
し
て
の
医
療
が『
身
近
に
あ
る
』

と
い
う
こ
と
が
、
極
め
て
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
は
、
今
ま
さ
に
実

感
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
こ
と
を
若
い
方
に
も
感
じ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
将
来
の
江

別
市
の
医
療
は
ど
う
あ
る
べ
き
な

の
か
、
想
い
を
巡
ら
せ
て
ほ
し
い

で
す
。
そ
し
て
、多
く
の
方
に
、「
自

分
事
」
と
し
て
市
立
病
院
の
あ
り

方
を
考
え
、
意
見
を
述
べ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
江
別
市
に

と
っ
て
本
当
に
必
要
な
医
療
体
制

を
整
備
し
た
市
立
病
院
の
将
来
像

を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
描
い
て
い

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

1. 健診センターの新設

健診受診者と一般患者の動線を分けるため、12月1日からオープン。

1

2 3

3. 正面玄関での検温

入館場所を正面玄関に限定し、発熱や風邪の諸症状があった方は、

専用の診察室にご案内し、一般診療と動線を分けて対応しています。

2. 診療費支払機の導入

会計窓口における対面での接触機会が減ります。お帰りの際は、出

口の手指消毒剤で消毒していただくことで、感染症対策を徹底して

います。

市立病院の感染症対策
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市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歩
め
る
病
院
、

そ
ん
な
未
来
を
創
っ
て
い
き
た
い
―　

市
立
病
院
の
役
割
は
、
民
間
の

医
療
機
関
で
不
足
し
て
い
る
小
児

科
や
産
婦
人
科
な
ど
の
診
療
科
を

担
う
こ
と
、
急
病
な
ど
何
か
あ
っ

た
と
き
に
す
ぐ
に
頼
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で

長
期
の
治
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
役
割
を
果

た
す
に
は
、診
療
体
制
を
確
立
し
、

経
営
を
安
定
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

令
和
２
年
度
の
市
立
病
院
の
経

営
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
も
あ
り
厳
し
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
も
の
忘
れ
外

来
を
新
設
す
る
な
ど
、
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

に
基
づ
く
改
革
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
度
中
に
、
新
た
に

内
科
医
１
名
の
採
用
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
再
生
の
兆
し

も
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
集
を
読
ん
で
い
た
だ
い
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詳細はこちら

江別市長
メッセージ動画

市民の皆様へ

　江別市長の三好昇です。

　市立病院の経営再建の取り組みについ

て、市民の皆さまに説明する場を設ける

べきところですが、コロナ禍が依然とし

て続いているため、動画メッセージによ

り、市の取り組みをお伝えさせていただ

きます。

　動画は右のＱＲコード

から視聴できます。

た
皆
さ
ん
は
、
市
立
病
院
の
役
割

や
提
供
す
べ
き
医
療
、
経
営
再
建

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
ま
し
た
か
。

　

市
立
病
院
で
は
、
経
営
再
建
計

画
案
を
ま
と
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
）
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
意
見
が
市
立
病
院
を

変
え
て
い
き
ま
す
。

　

江
別
市
の
地
域
医
療
の
未
来
を

一
緒
に
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・提出方法 :意見記入用紙、または任意の用紙に意

 見と、住所、氏名を記入し、持参、郵送、ファクス、  

 電子メールで。

・提出先 :〒 067-8585 若草町 6番地

 江別市立病院経営改善担当  　 384-1321

 電子メール hos-keieikaizen ＠ city.ebetsu.lg.jp

パブリックコメントについて

・提出期限 :1 月 14 日㈭ 17 時まで（必着）

「江別市立病院経営再建計画（案）」

動画はこちら

特集への感想を
お待ちしています

●郵送・ファクスで送る

〒 067-8674 高砂町 6 
広報広聴課　FA X 381-1149

●市 HP アンケートフォーム

右の QR コードを読
み込んでください。

FA X

再生の道程特 集
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